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『史跡小牧山保存活用計画書』（概要版） 
 

１．計画策定の沿革と目的 （ 第 １ 章 ）  

小 牧 山 の 管 理 、 整 備 等 は 、 こ れ ま で 平 成 11 年 ３ 月 に 策 定 し た 『 史 跡 小 牧 山 整 備

計 画 基 本 構 想 』 に 基 づ き 行 っ て き ま し た が 、 構 想 策 定 か ら 20 年 が 経 過 し 、 整 備 実

施 区 域 の 増 加 や 以 前 か ら あ る 施 設 の 老 朽 化 、樹 木 の あ り 様 等 史 跡 の 状 況 が 策 定 当 時

よ り 大 き く 変 化 し て き て い ま す 。 ま た 、 整 備 の た め に 進 め て い る 発 掘 調 査 に よ り 、

史 跡 に 対 す る 新 た な 知 見 が 加 わ っ て お り 、同 構 想 で は 対 応 が 難 し く な っ て き ま し た 。 

こ の た め 、貴 重 な 文 化 財 で あ る 史 跡 小 牧 山 に つ い て 、改 め て 本 質 的 価 値 を 明 ら か

に し 、 そ の 構 成 要 素 を 確 認 す る と と も に 、 現 状 を 把 握 し て 保 存 や 活 用 、 整 備 、 そ れ

ら を 行 う 体 制 等 に つ い て の 方 向 性 を 定 め 、小 牧 山 の 持 つ 価 値 を 守 り 、後 世 に 伝 え て

い く た め 、 史 跡 小 牧 山 保 存 活 用 計 画 （ 本 計 画 ） を 策 定 し ま し た 。  

 

 

史 跡 小 牧 山 全 景  
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〇保存活用計画と他の計画との関係 

 

※史跡小牧山保存活用計画は、小牧山の保存・活用・整備の最上

位計画となるものです  

 

 

 

保 存 活 用 計 画  
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２．史跡小牧山の概要 （ 第 ２ 章 ）  

・永 禄 ６ 年（ 1563）、織 田 信 長 は 小 牧 山 に 初 め て 城 を 築 き 、清 須 か ら 居 城 を 移 し ま

し た 。 山 頂 か ら 山 麓 に か け て 多 数 の 曲 輪 を 築 き 、 小 牧 山 の 南 側 に は 計 画 的 に 城 下

町 を 築 き ま し た 。  

・ 永 禄 10 年 に 信 長 が 美 濃 の 斎 藤 龍 興 を 攻 略 し て 稲 葉 山 城 （ 岐 阜 城 ） へ 移 る と 、 小

牧 山 城 は 廃 城 と な り ま し た 。  

・ 天 正 12 年（ 1584）、羽 柴（ 豊 臣 ）秀 吉 と 織 田 信 雄 ・ 徳 川 家 康 連 合 軍 が 戦 っ た 小

牧 ・ 長 久 手 の 戦 い で は 、 小 牧 山 は 信 雄 ・ 家 康 連 合 軍 の 主 陣 地 と な り 、 信 長 の 城 跡

に 大 規 模 な 改 修 が 加 え ら れ ま し た 。戦 い の 後 、小 牧 山 城 は 再 び 廃 城 と な り ま し た 。 

・ 江 戸 期 に は 尾 張 徳 川 家 の 所 有 と な り 、 一 般 の 入 山 が 禁 止 さ れ た こ と な ど に よ り 、

山 の 中 の 土 塁 や 堀 等 の 遺 構 が 良 好 な 状 態 で 残 さ れ ま し た 。  

・ 小 牧 山 は 歴 史 的 に も 価 値 が あ り 、 遺 構 の 残 り も 良 い こ と な ど か ら 、 昭 和 ２ 年 10

月 26 日 に 国 の 史 跡 に 指 定 さ れ ま し た 。  

 

３．史跡小牧山の価値と構成要素 （ 第 ３ 章 ）  

本 計 画 書 を 策 定 す る に あ た り 、改 め て 史 跡 小 牧 山 の 価 値 を 明 示 し 、さ ら に そ の 価

値 を 構 成 す る 諸 要 素 の 洗 い 出 し を 行 い ま し た 。  

【 史 跡 指 定 地 の 本 質 的 価 値 】  

・ 織 田 信 長 が は じ め て 自 ら 築 い た 城 で あ る  

・ 小 牧 ・ 長 久 手 の 戦 い で 織 田 信 雄 ・ 徳 川 家 康 連 合 軍 が 本 陣 を 置 い た 場

所 （ 山 ） で あ る  

・ 尾 張 藩 の 留 山 （ 藩 が 管 理 し た 山 林 ） で あ っ た 山 で あ る  

・ 名 古 屋 城 築 城 に あ た り 石 切 り 丁 場 （ 調 達 先 ） と な っ た 地 で あ る  

・小 牧 山 に 関 わ る 城 郭（ 岐 阜 城 や 小 牧・長 久 手 の 戦 い に お け る 砦 ）な ど

と の 位 置 関 係 を 理 解 で き る 眺 望 を 有 す る と と も に 、 緑 豊 か な 環 境 を

有 す る 独 立 丘 で あ る  

 

【 史 跡 指 定 地 の 本 質 的 価 値 に 準 ず る 価 値 】  

・ 城 と し て 使 わ れ た こ と や 石 切 丁 場 と な っ た 以 外 に も 歴 史 （ 旧 石 器 時

代 ～ 縄 文 時 代 、 古 代 、 中 世 ） を 有 す る 史 跡 で あ る  

・ 近 代 以 降 の 小 牧 山 の 歴 史 を 物 語 る 歴 史 的 建 造 物 （ 創 垂 館 ） を 有 す る

史 跡 で あ る  

・ 近 代 以 降 の 小 牧 山 の 歴 史 を 物 語 る 遺 構 （ 防 空 壕 等 ） を 有 す る 史 跡 で

あ る  
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４．現状・課題 （ 第 ４ 章 ）、史跡小牧山の保存活用の大綱 （ 第 ５ 章 ）  

小 牧 山 に お け る 保 存 、活 用 、整 備 、運 営 ・ 体 制 の 整 備 の 現 状 と 課 題 を 、史 跡 指 定

地 全 体 と 第 ３ 章 で 明 示 し た 小 牧 山 の 価 値 ご と に 把 握 を 行 い ま し た 。こ れ ら の 現 状 と

課 題 を 踏 ま え て 、 史 跡 小 牧 山 の 保 存 活 用 の 大 綱 を 定 め ま し た 。  

 

５．保存（保存管理）、活用、整備、運営・体制の整備の基本方針・

方向性・方法 （ 第 ６ ～ ９ 章 ）  

史 跡 小 牧 山 の 保 存 活 用 の 大 綱 に 基 づ き 、保 存（ 保 存 管 理 ）、活 用 、整 備 、運 営・体

制 の 整 備 の 基 本 方 針 ・ 方 向 性 ・ 方 法 を 定 め ま し た 。  

大 綱 

史 跡 小 牧 山 の 望 ま し い 将 来 像 と し て 次 の と お り 大 綱 を 示 す 。  

 

１  史 跡 小 牧 山 の 価 値 を 保 存 し 確 実 に 後 世 に 伝 え る 。  

２  調 査 研 究 を 継 続 し て 行 い 、 史 跡 小 牧 山 の 価 値 の さ ら な る 解 明 を 進 め 、 保 存 、 活  

用 を 図 る 。  

３  史 跡 小 牧 山 の 価 値 を 顕 在 化 す る と と も に 調 査 研 究 成 果 に 基 づ く 活 用 を 図 り 、 市  

民 や 史 跡 来 訪 者 が 小 牧 山 に 親 し み を 持 ち 、 小 牧 山 だ け で な く 地 域 の 歴 史 や 文 化 を  

学 べ る 場 を 創 出 す る 。  

４  史 跡 の 価 値 を 維 持 し 、 そ れ を 正 し く 、 わ か り や す く 伝 え る こ と が で き る 整 備 を  

進 め る 。  

５  史 跡 小 牧 山 の 保 存 、 活 用 を 着 実 に 推 進 し て い く た め 、 市 教 育 委 員 会 他 庁 内 関 係  

部 署 の み で な く 、 市 民 、 ボ ラ ン テ ィ ア 等 多 様 な 団 体 等 と の 連 携 を 含 め た 体 制 を 整  

え る 。  

保存（保存管理）の基本方針・方向性・方法 
 

・ 史 跡 小 牧 山 の 価 値 を 構 成 す る 諸 要 素 を 確 実 に 後 世 へ 伝 え る 。  

・ 史 跡 指 定 地 を 構 成 す る 諸 要 素 の 保 存 方 法 に 基 づ き 、 保 存 の た め の 取  

り 組 み を 進 め る 。  

・ 保 存 管 理 の た め 調 査 研 究 を 継 続 し て  

進 め て い く 。  

・ 現 状 変 更 に 関 す る 方 針 を 定 め 、 適 切  

に 運 用 を 図 る 。  

・ 日 常 管 理 、 き 損 箇 所 の 把 握 を 確 実 に  

行 う 。  

・ 市 内 外 に 史 跡 の 価 値 を 伝 え 、 史 跡 の  

保 存 に つ い て 理 解 を 得 る 。  
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６．施策の実施計画の策定・実施 （ 第 １ ０ 章 ）  

第 ５ 章 の 大 綱 と 基 本 方 針 、第 ６ 章 か ら 第 ９ 章 ま で の 保 存 管 理 、活 用 、整 備 、運 営・

体 制 の 整 備 に お け る 各 方 向 性 と 方 法 に お い て 実 施 す べ き 施 策 と そ れ ら の 実 施 期 間

を 整 理 し ま し た 。  

な お 、 施 策 の 具 体 的 な 内 容 や 実 施 時 期 等 は 、 今 後 行 う 現 行 の 『 史 跡 小 牧 山 整 備 計

画 基 本 構 想 』 の 見 直 し の 中 で 決 定 し て い き ま す 。  

 

７．経過観察 （ 第 １ １ 章 ）  

本 計 画 の 進 捗 状 況 の 確 認 の た め 、自 己 点 検 を 行 い ま す 。自 己 点 検 結 果 か ら 問 題 点

や 課 題 を 抽 出 し 、計 画 期 間 が 終 了 す る 令 和 ８ 年 度 を 区 切 り と し て 、本 計 画 の 見 直 し

を 行 い ま す 。  

整備の基本方針・方向性・方法 
 

・ 史 跡 の 保 存 、 活 用 の た め に 計 画 的 に 整 備 事 業 を 進 め る 。  

・ 調 査 研 究 成 果 を 反 映 し 、 史 跡 の 価 値 を 正 し く 伝 え る 。  
・保 存 の た め の 整 備 は 、史 跡 の 本 質 的 価 値 及 び 本 質 的 価 値 に 準 ず る 価 値  

を 維 持 し て い く こ と を 目 的 と す る 。  

・活 用 の た め の 整 備 は 、史 跡 の 本 質 的 価 値 及 び 本 質 的 価 値 に 準 ず る 価 値  

を 、正 し く 、わ か り や す く 伝 え 、史 跡 へ の 理 解 を 増 進 さ せ る こ と を 目  

指 す 。  

・史 跡 来 訪 者 が 安 全 、快 適 に す ご せ る よ う に 園 路 や 便 益 施 設 等 の 整 備 を  

行 う 。  

・ 史 跡 来 訪 者 に 正 確 に 情 報 を 伝 え る こ と が で き る よ う に サ イ ン 整 備 を  

行 う 。  

運営・体制の整備の基本方針・方向性・方法 
 

・史 跡 小 牧 山 の 保 存 、活 用 を 適 切 に 進 め て い く た め 、市 教 育 委 員 会 を は  

じ め 庁 内 関 係 部 署 、学 校 、有 識 者 、関 係 機 関 に 加 え 、市 民 、ボ ラ ン テ  

ィ ア な ど 様 々 な 主 体 と 連 携 し た 、 効 果 的 な 運 営 、 体 制 を 整 備 す る 。  

活用の基本方針・方向性・方法 
 

・ 史 跡 小 牧 山 や 地 域 の 歴 史 や 文 化 を 学 ぶ 場 と し て 学 校 教 育 や 生 涯 学 習 で  

有 効 活 用 を 図 る 。  

・ 史 跡 来 訪 者 を 増 や し 、 史 跡 に 愛 着 を 持 っ て も ら え る 機 会 を 創 出 す る 。  

・ 史 跡 の 価 値 や 発 掘 調 査 等 の 調 査 研 究 成 果 を 適 切 に 公 開 し て い く た め 、 

小 牧 山 城 史 跡 情 報 館（ れ き し る こ ま き ）を 有 効 利 用 し 、小 牧 市 歴 史 館

と の 連 携 も 図 る 。  
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【参 考 】 現 状 変 更 等 の取 り扱 い基 準  

 

現 状 変 更 等 の取 り扱 いの原 則  

・史 跡 の保 存 、活 用 上 、公 益 上 またはその他 の理 由 により必 然 性 があること。 

・遺 構 に影 響 を及 ぼさない内 容 であること。 

・必 要 最 小 限 の内 容 であること。 

・景 観 に十 分 に配 慮 された内 容 であること。 

現 状 変 更 等 の行 為  許 可 基 準  

発 掘 調 査 及 びその他 の学 術 的 調 査  遺 構 の保 存 、状 況 把 握 を目 的 とした調 査 で、適 切 な範 囲 で

行 うものは認 める。 

遺 構 等 の整 備  発 掘 調 査 やその他 の学 術 的 調 査 に基 づき、史 跡 の本 質 的

価 値 及 び 本 質 的 価 値 に準 ず る 価 値 を保 存 、 活 用 す る た め

の整 備 で、遺 構 の表 示 方 法 や説 明 方 法 等 を十 分 に検 討 し

たものは認 める。 

小 規 模 建 築 物 （ 階 数 が ２ 以 下 で 、 か つ 、 地

階 を 有 し な い 木 造 又 は 鉄 骨 造 の 建 築 物 で

あ っ て 、 建 築 面 積 （ 増 築 又 は 改 築 に あ た っ

ては、増 築 又 は改 築 後 の建 築 面 積 ）が 120

平 方 メートル以 下 のものをいう。）で２年 以 内

の 期 間 を 限 っ て 設 置 さ れ る も の の 新 築 、 増

築 、改 築  

上 記 原 則 に適 合 する場 合 は認 める。 

小 規 模 建 築 物 以 外 の新 設 、増 築  認 め な い 。 た だし 、 民 有 地 に お け る 既 存 宗 教 施 設 に お い て

は、宗 教 上 必 要 な場 合 、上 記 原 則 に適 合 する 場 合 は認 め

る。 

建 築 物 （同 上 ）の改 築 、除 却  上 記 原 則 に適 合 する場 合 は認 める。 

工 作 物 の設 置 、改 修 、除 却  上 記 原 則 に適 合 する場 合 は認 める。 

道 路 （園 路 は除 く）の新 設  認 めない。 

園 路 の新 設  遺 構 等 の活 用 上 必 要 な場 合 は認 める。 

既 設 道 路 、園 路 の改 修  上 記 原 則 に適 合 する場 合 は認 める。 

電 柱 、電 線 、水 管 、下 水 道 管 等 の設 置 また

は改 修  

上 記 原 則 に適 合 する場 合 は認 める。 

木 竹 の植 栽 （更 新 含 む）、移 植 、伐 採  上 記 原 則 に適 合 する場 合 は認 める。 

木 竹 の伐 根  遺 構 等 の整 備 に伴 う場 合 、根 が地 下 遺 構 に悪 影 響 を及 ぼ

し てい る 場 合 、 残 置 し た 場 合 に危 険 と 判 断 さ れ る 場 合 は認

める。 

土 地 の形 状 変 更  遺 構 等 の整 備 に伴 う場 合 、災 害 防 止 、災 害 復 旧 の場 合 は

認 める。 


